
低圧注入工法 N=1構造物

左官工法（防錆材あり） N=1構造物

左官工法（防錆材なし） N=1構造物

橋面防水 A=57㎡

表層 A=5７㎡

区画線 Ｌ=19m

春日部市

令和 ８ 年度 工 事 仕 様 書 国　費

工 事 名 Ｅ２４６号橋補修工事

工 事 場 所 春日部市南五丁目外１地内

路 河 川 名 称 市道５－246号線

事 業 名 橋りょう長寿命化修繕事業

工 事 大 要

工 事 概 要
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工事特記仕様書

（趣 旨）

第１条 この特記仕様書は、埼玉県土木工事共通仕様書に定めるもののほか、工事に関し必

要な事項を定めるものとする。

（適 用）

第２条 この特記仕様書は、次の工事に適用する。

・工 事 名 Ｅ２４６号橋補修工事

・工事場所 春日部市南一丁目外１地内

（共通事項）

第３条 受注者は、「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）」等

に基づき、次の対象工事について、本工事に係る再生資源利用【促進】計画書を作成し、

施工計画書に含め各１部提出する。また、工事完成後速やかに計画の実施状況（実績）に

ついて、再生資源利用【促進】実施書を作成し、各１部提出するとともに、これらの

記録を保存する。

○ 再生資源利用計画書（実施書）の作成対象工事 （下記のいずれかに該当する工事）

① 500ｍ3以上の土砂を搬入する工事

② 500 t以上の砕石を搬入する工事

③ 200 t以上の加熱アスファルト混合物を搬入する工事

④ 最終請負金額１００万円以上の工事

○ 再生資源利用促進計画書（実施書）の作成対象工事 （下記のいずれかに該当する工事）

① 500ｍ3以上の建設発生土を搬出する工事

② アスコン塊、コンクリート塊、及び建設発生木材の合計で200 t以上搬出

する工事

③ 最終請負金額１００万円以上の工事

２ 受注者は、施工計画書に建設廃棄物の処理計画を添付する。なお、建設廃棄物の処分に

あたり、排出事業者は処分業者と建設廃棄物処理委託計画を締結し、同契約書の写しを処

理計画に添付する。

また、収集運搬業務を収集運搬業者に委託する場合は、別に収集運搬業者と建設廃棄物

処理委託契約を締結する。

３ 建設廃棄物については、「産業廃棄物処理におけるマニフェストシステム」に基づく、

建設廃棄物マニフェストＡ票、B2票、Ｄ票、Ｅ票を監督員に提示し、確認を受けること。

また、工事検査時には原本を提示しなければならない。



（建設発生土の搬出）

第４条 建設発生土は、以下に示す土質改良プラントへ搬出し、受入地までの片道運搬距離

は仕様書によるものとする。

ア 土質改良プラント 埼玉県内の石灰改良プラント

２．受注者は500㎥以上の建設発生土を搬出する場合は、埼玉県土砂の搬出、たい積等の規

制に関する条例（埼玉県土砂条例）に基づき、土砂排出届書を受理担当機関へ提出する。

３．受注者は、規定様式により搬出前に搬出先市町村の建設発生土担当窓口あてに建設発生

土の搬出情報を郵便・FAX等で提供し、その写しを監督員に提出する。

（建設廃棄物の再資源化等）

第５条 受注者は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月

３１日法律第１０４号。以下「建設リサイクル法」という。）に基づいて、特定建設資

材廃棄物を再資源化のための施設に搬入する場合は、適切な施設としなければならない。

なお、特定建設資材廃棄物とは、特定建設資材（コンクリート、コンクリート及び鉄から

成る建設資材、木材、アスファルト・コンクリート）が廃棄物となったものである。

２ 受注者は、契約前「分別解体等の計画等」について、文書で発注者に説明するものとす

る。

３ 受注者は、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１

８条第１項に基づき、以下の事項等を別紙「再資源化等報告書」に記載し、監督員に報告

しなければならない。

・特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了した年月日

・特定建設資材廃棄物の再資源化等をした施設の名称及び所在地

・特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用

また、同条第１項に基づき、特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施状況に関する記録

を作成し、保存しなければならない。

なお、資源有効利用促進法等に基づく再生資源利用【促進】実施書を作成している場合

は、その写しを参考資料として報告書に添付するものとする。

４ 受注者は、工事の施工に当たっては、「彩の国建設リサイクル実施指針」を遵守し、建

設資材廃棄物の再資源化等に努め、廃棄物の減量を図らなければならない。



（再生資材の利用）

第６条 下記の再生資材を、備考欄の部分に利用すること。

なお、現場から４０kmの範囲の再資源化のための施設から供給が困難な場合は、新材への設計変更の対象とする。

（週休２日制モデル工事）

第７条 本工事は、春日部市「週休２日制モデル工事（現場閉所型）」の試行対象工事であ

る。

試行の実施は、春日部市「週休２日制モデル工事」試行要領によるものとする。試

行要領は、春日部市ホームページで確認すること。

○春日部市ホームページ

https://www.city.kasukabe.lg.jp/jigyoshamuke/nyusatsu_keiyaku/seidogaiyo/ken

setugyouhatarakikatakaikaku/34458.html

（情報システムの活用）

第８条 本工事は、「春日部市建設工事情報共有システム実施要領」第３条第１項に基づき、

情報共有システムを活用すること。

実施にあたっては、「春日部市建設工事情報共有システム実施要領」に基づくもの

とするので予め市のウェブページを参照すること。

○春日部市ホームページ

https://www.city.kasukabe.lg.jp/jigyoshamuke/nyusatsu_keiyaku/seidogaiyo/ke

nsetugyouhatarakikatakaikaku/34460.html

（その他）

第９条 工事完成図書については、検査完了後、下記の電子データをＣＤ－Ｒ等で納品しな

ければならない。

・材料承諾書類一式

・完成図書（PDF・CADデータ）

・工事写真

・その他監督員が必要と認めるもの

資材名 規 格 備 考

－ － －

https://www.city.kasukabe.lg.jp/jigyoshamuke/nyusatsu_keiyaku/seidogaiyo/ken
https://www.city.kasukabe.lg.jp/jigyoshamuke/nyusatsu_keiyaku/seidogaiyo/ke


舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

（趣 旨）

第１条 この特記仕様書は、埼玉県土木工事共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト舗装

版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるものである。

（適 用）

第２条 この特記仕様書は、次の工事に適用する。

工 事 名 Ｅ２４６号橋補修工事

工事場所 春日部市南一丁目外１地内

（濁水の処理）

第３条 受注者は、回収した濁水を適切な処理を行わなければならない。

なお、本工事における設計図書では、下記の処理方法で処分することを想定しているが、契約

締結時に発注者と受注者の間で確認される事項であるため、発注者が積算上条件明示した以下

の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。ただし、工事発注後に明らかになった

事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

（共通事項）

第４条 受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収

した濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理する

ものとする。

２ 受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結

しなければならないものとする。

３ 受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業

廃棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

４ 受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律におい

て定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

（提出書類）

第５条 受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければ

ならないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第４条第２項及び第３項に

基づき締結した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

２ 受注者は、工事完成後速やかにマニフェストを監督員に提示し、確認を受けなければなら

ないものとする。また、工事検査時には原本を提示しなければならない。

種類及び処理量 汚泥（油分を含む汚泥）、２．３㎥

処理方法 中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却含まず）



（その他）

第６条 濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として

設計変更の対象としないものとする。

２ 受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督

員と協議するものとする。

３ この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。



数量計算書

E246号橋補修工事



1.数量総括表

1.1.全体総括表（その1）

ひびわれ補修工

注入工延長 m 56.9

シール材 エポキシ樹脂系,ロス率37%含む kg 8.4

注入材 エポキシ樹脂系,ロス率40%含む kg 12.3

注入器具 0.3m当り1本　 本 205

断面修復工

補修面積 m
2 1.2

補修体積 m
3 0.08

コンクリート殻処理 無筋（殻運搬含む） m
3 0.08 参考重量,0.18t

断面修復材
ポリマーセメントモルタル   
(防錆材あり) m

3 0.09 ロス率18%含む

補修面積 m
2 0.07

補修体積 m
3 0.003

コンクリート殻処理 無筋（殻運搬含む） m
3 0.003 参考重量,0.007t

断面修復材
ポリマーセメントモルタル   
(防錆材なし) m

3 0.004 ロス率18%含む

橋面工

m
2 5.7

m
3 0.3 参考重量,0.67t

m
2 51.6

m
3 2.6 参考重量,6.07t

舗装版切断 m 9.6

密粒度アスファルト混合物               
改質Ⅱ型(13) (t=50mm) m

2 57.4

道路標示(白色文字） m 18.6
溶融式手動t=1.5mm
【15cm換算長】

復旧

路面標示工

工種・細目 規格
単
位

数量 摘要

ひびわれ注入工

断面修復工A

断面修復工B

舗装         
打換工

撤去

コンクリート舗装(t=50mm)

アスファルト舗装(t=50mm)

1



1.2.全体総括表（その2）

塗膜系防水層                      
(アスファルト加熱型) m

2 57.4

橋軸方向
シルバーメッシュ同等品
(t=50mm)

m 19.1 必要幅150mm

橋軸直角方向
シルバーメッシュ同等品           
(t=50mm）

m 12.0 必要幅150mm

セロシールSSテープⅡ型      
同等品(t=5mm）

m 31.1

φ18ドレイナー同等品以上
（ステンレス）

m 31.7

φ20×159 箇所 4.0

組 4 SUS304

m 1.2
□70×120，t=2.0㎜,
L=300mm

鉄筋探査工 m
2 0.1 上向き

設置本数 本 16

コンクリート削孔工 孔 16  

エポキシ樹脂注入工 kg 0.5

m
2 0.1  

足場工

枠組足場 掛m
2 79

防水層面積

成形目地材

導水パイプ

削孔工

排水装置改良工

天板プレート一体型 排水装置

流末延伸延長

接着面シーリング塗布

足場工

工種・細目 規格
単
位

数量 摘要

橋面                    
防水工

端部     
目地       
処理

アンカー設置工

流末

延伸工
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2.ひびわれ補修工

2.1.上部工 ひびわれ注入工 数量総括表

単位 数量 摘要

注入工延長 m 56.90 

シール材 kg 8.42 エポキシ樹脂系,ロス率37%含む

注入材 kg 12.34 エポキシ樹脂系,ロス率40%含む

注入器具 本 205 0.3m当り1本　
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2.2.上部工 ひびわれ注入工

2.2.1.ひびわれ注入工明細計算書

桁下

ひびわれ h (0.2mm以上～1.0mm未満) 数量表

注入器具

主桁

h1 0.3 700 1 0.700 3 

h2 0.3 2600 1 2.600 9 

h3 0.4 2800 1 2.800 10 

h4 0.4 2800 1 2.800 10 

h5 0.4 1700 1 1.700 6 

h6 0.4 600 1 0.600 2 

h7 0.2 200 1 0.200 1 

h8 0.2 2700 1 2.700 9 

h9 0.2 700 1 0.700 3 

h10 0.3 1100 1 1.100 4 

h11 0.3 1700 1 1.700 6 

h12 0.2 1700 1 1.700 6 

h13 0.3 350 1 0.350 2 

h14 0.3 500 1 0.500 2 

h15 0.5 1600 1 1.600 6 

h16 0.2 900 1 0.900 3 

h17 0.2 700 1 0.700 3 

h18 0.4 2600 1 2.600 9 

h19 0.4 650 1 0.650 3 

h20 0.2 250 1 0.250 1 

h21 0.5 700 1 0.700 3 

h22 0.2 1200 1 1.200 4 

h23 0.4 2100 1 2.100 7 

h24 0.5 2100 1 2.100 7 

h25 0.3 1300 1 1.300 5 

h26 0.2 1000 1 1.000 4 

h27 0.3 2900 1 2.900 10 

h28 0.2 1350 1 1.350 5 

h29 0.2 600 1 0.600 2 

h30 0.3 2500 1 2.500 9 

h31 0.7 2700 1 2.700 9 

h32 0.2 1700 1 1.700 6 

h33 0.4 2400 1 2.400 8 

損傷寸法

整理番号
総延長
(m)幅

(mm)
長さ
(mm)

箇所
個数
(個)
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ひびわれ h (0.2mm以上～1.0mm未満) 数量表

注入器具

横桁  

h34 0.4 300 1 0.300 1 

h35 0.3 500 1 0.500 2 

h36 0.2 500 1 0.500 2 

h37 0.3 400 1 0.400 2 

h38 0.4 500 3 1.500 5 

h39 0.2 250 1 0.250 1 

h40 0.4 500 3 1.500 5 

h41 0.3 350 1 0.350 2 

h42 0.3 200 1 0.200 1 

h43 0.5 500 3 1.500 5 

h44 0.2 500 1 0.500 2 

56.900 205 

損傷寸法

ひびわれ注入工　合計

整理番号
総延長
(m)幅

(mm)
長さ
(mm)

箇所
個数
(個)
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2.2.2.注入工延長

ひびわれ延長（ひびわれ数量表より）

桁下 L= 56.90 m

ひびわれ注入工 延長合計 ΣL= 56.90 m

2.2.3.注入材質量

シール材(エポキシ樹脂系) 比重： ロス率：

w = × × × × = 8.42 kg

ひびわれ注入工 シール材質量合計 ΣW= 8.42 kg

2.2.4.注入器具

0.3m当り1本　

n= 数量表より = 205 本

ひびわれ注入工 注入器具合計 ΣN= 205 本

2.2.5.注入材質量

注入材(エポキシ樹脂系) 注入器容量想定： g/本 ロス率：

w = × × = 12.34 kg

ひびわれ注入工 注入材質量合計 ΣW= 12.34 kg

1.2 1.37

桁下

56.900 0.030 0.003 1200 1.37

延長 幅 厚さ 比重 ロス率

桁下

43 1.40

205 0.043 1.40
本数 容量 ロス率
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3.断面修復工

3.1.断面修復工 総括表

補修面積 m
2 1.24 

補修体積 m
3 0.08 

コンクリート殻処理 無筋（殻運搬含む） m
3 0.08 参考重量,0.18t

断面修復材 ポリマーセメントモルタル(防錆材あり) m
3 0.09 ロス率18%含む

補修面積 m
2 0.07 

補修体積 m
3 0.003 

コンクリート殻処理 無筋（殻運搬含む） m
3 0.003 参考重量,0.007t

断面修復材 ポリマーセメントモルタル(防錆材なし) m
3 0.004 ロス率18%含む

                  

工種 規格 単位 数量 摘要

断面

修復工A

断面

修復工B
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   3.2.上部工 断面修復工

3.2.1.断面修復工 明細計算書

桁下

幅 長さ 箇所

U1 主桁 うき 200 100 1 0.020 60 0.0012 

U2 主桁 うき 100 100 2 0.020 60 0.0012 

U3 地覆 うき 600 200 1 0.120 60 0.0072 

U4 地覆 うき 250 100 1 0.025 60 0.0015 

T1 主桁 鉄筋露出 150 120 1 0.018 60 0.0011 

T2 主桁 鉄筋露出 50 50 2 0.005 60 0.0003 

T3 主桁 鉄筋露出 1300 200 1 0.260 60 0.0156 

T4 主桁 鉄筋露出 50 100 2 0.010 60 0.0006 

T5 主桁 鉄筋露出 240 200 1 0.048 60 0.0029 

T6 主桁 鉄筋露出 50 50 1 0.003 60 0.0002 

T7 主桁 鉄筋露出 50 100 1 0.005 60 0.0003 

T8 主桁 鉄筋露出 200 150 1 0.030 60 0.0018 

T9 主桁 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T10 主桁 鉄筋露出 600 150 1 0.090 60 0.0054 

T11 主桁 鉄筋露出 200 160 1 0.032 60 0.0019 

T12 主桁 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T13 主桁 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T14 主桁 鉄筋露出 130 100 1 0.013 60 0.0008 

T15 主桁 鉄筋露出 50 50 1 0.003 60 0.0002 

T16 主桁 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T17 主桁 鉄筋露出 50 140 1 0.007 60 0.0004 

T18 主桁 鉄筋露出 50 50 6 0.015 60 0.0009 

T19 主桁 鉄筋露出 100 50 1 0.005 60 0.0003 

T20 主桁 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T21 主桁 鉄筋露出 150 70 1 0.011 60 0.0007 

T22 主桁 鉄筋露出 50 50 1 0.003 60 0.0002 

T23 主桁 鉄筋露出 200 150 1 0.030 60 0.0018 

T24 主桁 鉄筋露出 200 100 1 0.020 60 0.0012 

T25 主桁 鉄筋露出 50 100 2 0.010 60 0.0006 

T26 主桁 鉄筋露出 50 120 1 0.006 60 0.0004 

T27 主桁 鉄筋露出 100 100 6 0.060 60 0.0036 

T28 主桁 鉄筋露出 150 100 1 0.015 60 0.0009 

T29 主桁 鉄筋露出 200 120 1 0.024 60 0.0014 

T30 主桁 鉄筋露出 50 50 6 0.015 60 0.0009 

T31 主桁 鉄筋露出 100 150 1 0.015 60 0.0009 

T32 主桁 鉄筋露出 50 50 2 0.005 60 0.0003 

T33 主桁 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T34 主桁 鉄筋露出 200 200 1 0.040 60 0.0024 

T35 主桁 鉄筋露出 100 50 1 0.005 60 0.0003 

T36 主桁 鉄筋露出 250 200 1 0.050 60 0.0030 

T37 主桁 鉄筋露出 600 200 1 0.120 60 0.0072 

T38 主桁 鉄筋露出 50 50 2 0.005 60 0.0003 

1.223 0.0735 

補修寸法

断面修復工A　合計

番号 名　称 損傷種類
面積

(m2)
深さ
(mm)

体積

(m3)
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橋面 

幅 長さ 箇所

T36 地覆 鉄筋露出 100 100 1 0.010 60 0.0006 

T37 地覆 鉄筋露出 50 50 1 0.003 60 0.0002 

T38 地覆 鉄筋露出 50 100 1 0.005 60 0.0003 

0.018 0.0011 

合計 断面修復工A 面積 ΣA= 1.241 m2

体積 ΣV= 0.075 m3

橋面 

幅 長さ 箇所

H1 地覆 剥離 200 70 1 0.014 30 0.0004 

H2 地覆 剥離 100 100 1 0.010 30 0.0003 

H3 地覆 剥離 500 100 1 0.050 30 0.0015 

H4 地覆 剥離 250 100 1 0.025 30 0.0008 

0.074 0.0030 

合計 断面修復工B 面積 ΣA= 0.074 m2

体積 ΣV= 0.003 m3

補修寸法

断面修復工A　合計

補修寸法

断面修復工B　合計

番号 名　称 損傷種類
面積

(m2)
深さ
(mm)

体積

(m3)

番号 名　称 損傷種類
面積

(m2)
深さ
(mm)

体積

(m3)
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3.2.2.コンクリート殻処理

1）断面修復工A

無筋（殻運搬含む） 単位質量：

V= 0.075 m
3

参考重量 W= × = 0.176 t

2）断面修復工B

無筋（殻運搬含む） 単位質量：

V= 0.003 m
3

参考重量 W= × = 0.007 t

3.2.3.断面修復材

1）断面修復工A

ポリマーセメントモルタル(防腐剤塗布あり) ロス率：

V= × = 0.089 m
3

2）断面修復工B

ポリマーセメントモルタル(防腐剤塗布なし) ロス率：

V= × = 0.004 m
3

2.35 t/m
3

0.075 2.35 t/m
3

2.35 t/m
3

0.003 2.35 t/m
3

1.18

0.075 1.18 

1.18

0.003 1.18 
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4.橋面工

4.1.橋面工 総括表

4.1.1.舗装打換工 総括表

4.1.2.路面標示工 総括表

4.1.3.橋面防水工 総括表

工種 規格 単位 数量 備考

コンクリート舗装(t=50mm)

m
2 5.7

m
3 0.3 参考重量,0.67t

アスファルト舗装(t=50mm)

m
2 51.6

m
3 2.6 参考重量,6.07t

舗装版切断 m 9.6

復旧
密粒度アスファルト混合物               
改質Ⅱ型(13) (t=50mm) m

2 57.4

工種 規格 単位 数量 備考

路面標示工 道路標示(白色文字) m 18.6
溶融式手動 t=1.5mm
【15cm換算長】　

工種 規格 単位 数量 備考

防水層面積 
塗膜系防水層                      
(アスファルト加熱型) m

2 57.4  

端部     
目地処理

橋軸方向 シルバーメッシュ同等品(t=50mm) m 19.1 必要幅150mm

橋軸直角方向 シルバーメッシュ同等品(t=50mm） m 12.0 必要幅150mm

成形目地材
セロシールSSテープⅡ型同等品              
(t=5mm ）

m 31.1

導水パイプ
φ18ドレイナー同等品以上                         
（ステンレス）

m 31.7

削孔工 φ20×159 箇所 4.0

撤去
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4.2.舗装打替工 計算書

4.2.1.舗装撤去工

既設コンクリート舗装

面積

A= × × = 5.736 m
2

体積 t= mm   

V= × = 0.287 m
3

参考重量 単位質量： t/m
3

W= × = 0.674 t

アスファルト舗装

面積

A= × = 51.624 m
2

体積 t= mm   

V= × = 2.581 m
3

参考重量 単位質量： t/m
3

W= × = 6.065 t

舗装版切断

切断厚 t=10cm 濁水処理量  /100m

延長 L=9.56

体積

V= × = 2.294 m
3

4.2.2.舗装復旧工

面積

A= ×    = 57.360 m
2

4.3.路面標示工

路面標示

白色文字,t=1.5mm ,設置数=1

L= × 1 = 18.647 m

(1箇所当り)

4.4.橋面防水工

4.4.1.防水層面積

塗膜系防水層(アスファルト加熱型)

面積

A= ×    = 57.360 m
2

4.4.2.端部目地処理

シルバーメッシュ同等品

橋軸方向(必要幅150mm)

L= × 2 箇所 = 19.120 m

橋軸直角方向(必要幅150mm)

L= × 2 箇所 = 12.000 m

0.300 9.560 2

50

5.736 0.050

2.35

0.287 2.35 t/m
3

5.400 9.560

50

51.624 0.050

2.35

2.581 2.35 t/m
3

0.24 

0.240 9.560

密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13) t=50mm

6.000 9.560

18.647

6.000 9.560

9.560

6.000
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4.4.3.成形目地材

セロシールSSテープⅡ型同等品 (t=5mm)

L= ( ＋ ) × = 31.120 m

4.4.4.導水パイプ

φ18ドレイナー同等品以上（ステンレス）

L= ( ＋ ＋ × 2 ) × = 31.720 m

4.4.5.削孔工

地覆コンクリート削孔 φ20×

Ｎ= 箇所 = 4 箇所

9.560 6.000 2

9.560 6.000 0.150 2

159

4
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5.排水装置改良工

5.1.排水装置改良工 総括表

工種 規格 単位 数量 備考

天板プレート一体型 排水装置 組 4 SUS304

流末延伸延長 m 1.2 □70×120,t=2.0㎜，L=300mm

鉄筋探査工 m
2 0.1 上向き

設置本数 本 16

コンクリート削孔工 孔 16  

エポキシ樹脂注入工 kg 0.5  

接着面シーリング塗布 m
2 0.1  

流末延伸工
アンカー     
設置工

14



5.2.排水装置改良工 計算書

5.2.1.天板プレート一体型排水装置

N = = 4 組

5.2.2.流末延伸延長

L = × = 1.20 m

5.2.3.アンカー設置工

①鉄筋探査工（上向き)

A= × × = 0.1 m
2

②設置本数

アンカーボルトD13x80

N = 本 × = 16 本

③コンクリート削孔工(上方向)

φ23 x 90

N = 孔 × = 16 孔

④エポキシ樹脂注入工

注入材比重： γ =

D L= mm N= 本

エポキシ充填長 L ＝ mm

削孔径 φ ＝ mm

削孔面積 Ad ＝ mm
2

空隙量 Vd ＝ m
3

アンカー埋込長 L ＝ mm

アンカー径 D ＝ mm
2

アンカー筋面積 As ＝ mm
2

アンカー筋体積 Vs ＝ m
3

１本当り充填体積 Vf ＝ m
3 (Vd-Vs)

W ＝ x x 本 = 0.5 kg

5.2.4.接着面シーリング塗布

A= （ × - × ）

× = 0.1 m
2

4

0.300 4 箇所

0.170 0.220 4 箇所

4 4 箇所

4 4 箇所

1.20

13 80 16

90

23

415

0.000037

80

13

127

0.000010

0.000027

0.000027 1200 16 

0.170 0.220 0.070 0.120

4 箇所
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6.足場工

6.1.足場工 総括表

工種 規格 単位 数量 備考

足場工  枠組足場 掛m2 79.1  

16



6.2.足場工 内訳

側面図

断面図

足場工数量

枠組足場 A = 2 × ( × ) = 掛m2

+ 4 × ( × )

2.563 7.62 79.1

1.313 7.62
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S=1:50E246号橋　現況一般図

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

春日部市南五丁目外1地内

図示 /1

E246号橋　現況一般図

9

断面図 S=1:30

平面図 正面図

A1橋台 A2橋台

橋梁名 E246号橋

路線名 市道5-246号線

橋長 9.560

全幅員 6.500

有効幅員 6.000

支間長 8.700

斜角 90.00°

単純プレキャストπ型RC床版橋

基礎工形式 既成PC杭基礎

適用示方書 不明

設計活荷重 T-14

架設年次 1977年（昭和52年）

交差条件 会之堀川/越谷県土整備事務所 区間

橋梁諸元
1.本図面は既存資料及び現地調査結果を基に作成したものである。

  作図にあたり測量は実施していない。

2.本図での方位はおおよその向きを示すものであり、測量結果に基づくものではない。

注）

3.上部工は加圧コンクリートスラブCT-450と推定し作図した。

上部工形式

下部工形式 不明

E246号橋補修工事

図面サイズＡ１　出力Ａ３
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5
0

1
5
0

1
5
0

15
0

橋面工

橋面防水工・舗装打替工・路面標示工 ひびわれ補修工

横桁

断面修復工

主桁

ひびわれ補修工

N

75 75

215 215

20 20

4
5
0
1
2
5
5
0

1
2
5

A1 A2

起点側 終点側

排水装置改良工

断面修復工
地覆

排水装置改良工

側面図

S=1:50E246号橋　補修一般図

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /2

E246号橋　補修一般図

9

断面図 S=1:30

平面図 正面図

A1橋台 A2橋台

1.本図面は既存資料及び現地調査結果を基に作成したものである。

  作図にあたり測量は実施していない。

2.本図での方位はおおよその向きを示すものであり、測量結果に基づくものではない。

注）
対　策　工 補  修  箇  所

上部工

主桁、横桁

主桁、地覆

補修対策一覧

ひびわれ補修工

断面修復工

橋面工

全箇所排水装置改良工

3.上部工は加圧コンクリートスラブCT-450と推定し作図した。塗膜系防水層(アスファルト加熱型)

舗装厚：t=50mm

白色文字

橋面防水工

舗装打替工

路面標示工

春日部市南五丁目外1地内

E246号橋補修工事

図面サイズＡ１　出力Ａ３

6540

6840

63
0

3
2
0
03
8
30

6540

6840

6
3
0

3
20
03
8
3
0

250 有効幅員 6000 250

全幅員 6500

1
3
0
0

1
7
5

4
5
0 7
5
0

237 230 536 230 237230536230

6500

1
3
0
0

200

3
0
0

300 5400

2
5
0

有
効

幅
員

 
6
0
0
0

2
5
0

4
2
0

全
幅

員
 
6
5
0
0

4
2
0

850

1865 2000

支間長 9130

桁長 9560

橋長 9600300 300

4
2
0

4
2
0

90.0°

65
4
0

65
4
0

60
0
0

60
0
0

1865 2000 2000 2000 1545

支間長 9130

桁長 9560

橋長 9600

750 300 2600 300 2300 300 2600 300 750

1050 8100 1050

10200

63
0

3
2
0
03
8
3
0

63
0

3
2
0
0 3
8
3
0

1
3
0
0

300 300

2
9
0
0(
桁

下
高

さ
)

2
4
0
0

5
0
0



シール工・注入工

注　入　工

補修箇所調査

表面処理･注入ﾊﾟｲﾌﾟ設置

表面仕上げ工

施工手順

コンクリート シール材
エポキシ樹脂系
注入材

注入器

取り付けパイプ
ひびわれ

(1橋当り)

単位工　法 名　称

自動式低圧樹脂注入工法

施工延長

注入材

シール材

注入器具

m

kg

本

数　量 備　考

56.9

8.4

12.3

205

kg

W=30mm

※注入深さは鉄筋純かぶり厚の30mmとする。 

桁  下（主桁のみ） 

A2A1

G1

G2

G3

G4

G5

G6

主桁:ひびわれ

h2[W=0.3,L=2600]

主桁:ひびわれ

h3[W=0.4,L=2800]

主桁:ひびわれ

h4[W=0.4,L=2800]

主桁:ひびわれ

h5[W=0.4,L=1700]

主桁:ひびわれ

主桁:ひびわれ

h6[W=0.4,L=600]
h7[W=0.2,L=200]

A2A1

桁  下(主桁以外の部材)

A2A1

A2A1

G1

G2

G3

G4

G5

G6

横桁:ひびわれ

h34[W=0.4,L=300]

会
之

堀
川

会
之

堀
川

主桁:ひびわれ

h1[W=0.3,L=700]

主桁:ひびわれ

h9[W=0.2,L=700]

主桁:ひびわれ

h8[W=0.2,L=2700]

h16[W=0.2,L=900]
主桁:ひびわれ

h32[W=0.2,L=1700]

平面図
部材 No.

h1 0.30 700

h2 0.30

h3 0.40 2800

h4 2800

合　計 56900

幅(mm) 本数 延長(mm)

11

1

11

1

h5 1700

h6 0.40 600

h7 0.20 200

h8 0.20 2700

11

1

11

1

h9 700

h10 1100

h11 1700

h12 0.20 1700

主桁

主桁

11

1

11

1

h13 0.30 350主桁 1

2600

0.20

0.30

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

h14

h15 0.50 1600

h16 0.20 900

1

11

1

h17 0.20 700

h18 0.40 2600

h19 0.40 650

h20 0.20 250

11

1

11

1

h21 700

h22 1200

h23 0.40 2100

h24 0.50 2100

主桁

主桁

11

1

11

1

h25 0.30 1300主桁 1

500

0.50

0.20

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

h26 0.20

h27 0.30 2900

h28 0.20 1350

1

11

1

h29 0.20 600

h30 0.30 2500

h31 0.70 2700

h32 0.20 1700

11

1

11

1

h33 2400

h34 300

h35 0.30 500

h36 0.20 500

11

1

1

1

h37 0.30 4001

1000

0.40

0.40

主桁

主桁

横桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

h38 0.40 15003

h39 250

h40 1500

h41 0.30 350

h42 0.30 200

1

3

11

1

h43 0.50 15003

0.20

0.40

横桁

横桁

横桁

横桁

横桁

横桁

横桁

横桁

横桁

0.40

0.40

0.30

0.30

注入器具(個)

3

10

10

205

6

2

1

9

3

4

6

6

2

9

6

3

3

9

3

1

3

4

7

7

5

2

10

5

2

9

9

6

8

1

2

2

2

4

5

1

5

2

1

5

h10[W=0.3,L=1100]

主桁:ひびわれ

h11[W=0.3,L=1700]
h12[W=0.2,L=1700]
h13[W=0.3,L=350]

主桁:ひびわれ
h14[W=0.3,L=500]
h15[W=0.5,L=1600]

主桁:ひびわれ

主桁:ひびわれ

h22[W=0.2,L=1200]
h23[W=0.4,L=2100]

主桁:ひびわれ

h24[W=0.5,L=2100]

主桁:ひびわれ

h17[W=0.2,L=700]

主桁:ひびわれ

h19[W=0.4,L=650]

主桁:ひびわれ

h18[W=0.4,L=2600]

h20[W=0.2,L=250]

主桁:ひびわれ

h21[W=0.5,L=700]

主桁:ひびわれ

h26[W=0.2,L=1000]

主桁:ひびわれ

h25[W=0.3,L=1300]

主桁:ひびわれ

h27[W=0.3,L=2900]

主桁:ひびわれ

h28[W=0.2,L=1350]
h29[W=0.2,L=600]

主桁:ひびわれ

h30[W=0.3,L=2500]
主桁:ひびわれ

h31[W=0.7,L=2700]

主桁:ひびわれ

h33[W=0.4,L=2400]

横桁:ひびわれ

h35[W=0.3,L=500]

横桁:ひびわれ

h36[W=0.2,L=500]

横桁:ひびわれ

h37[W=0.3,L=400]

横桁:ひびわれ

h41[W=0.3,L=350]

横桁:ひびわれ

h44[W=0.2,L=500]

横桁:ひびわれ

h38[W=0.4,L=500]×3箇所

横桁:ひびわれ

h39[W=0.2,L=250]

横桁:ひびわれ

h40[W=0.4,L=500]×3箇所

横桁:ひびわれ

h42[W=0.3,L=200]

横桁:ひびわれ

h43[W=0.5,L=500]×3箇所

h44 0.20 5001横桁 2

S=1:50E246号橋　上部工補修工(その1)

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /3

E246号橋　上部工補修工(その1)

9

h

1.断面修復、ひびわれ補修の範囲は、「既往点検

　データ」「現地踏査」等に基づき決めているが、

　工事に際しては、劣化範囲の進展の可能性が

2.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認

  された場合や、うき、欠損部にて鉄筋露出が

　あるため劣化状況を確認すること。

  見られる際には、監督職員と協議の上同様の

  対策を実施すること。

3.脆弱部ははつり落とすこと。

4.カッター工、はつり工の施工に際しては、既設

  鉄筋等を傷つけないよう注意すること。

注記）

6.補修深さは現地確認の上、必要に応じて変更す

  ること。

5.ひびわれ注入工の数量は想定深さで算出してい

  員と協議の上、変更すること。

  る。工事では、実際の使用量等で管理し、監督職

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

図面サイズＡ１　出力Ａ３

注入深さ

(自動式低圧樹脂注入工法)

ひびわれ注入工 数量表

エポキシ樹脂系,ロス率40%含む

0.3m当り1本

エポキシ樹脂系,ロス率37%含む

(0.2mm以上～1.0mm未満)

ひびわれ注入工数量表

損傷の種類 表　示

損 傷 の 凡 例

ひびわれ
0.2mm以上～1.0mm未満

ひびわれ注入工詳細図 S=1:10



主桁:鉄筋露出
T3[1300x200]

主桁:鉄筋露出
T4[50x100]×2箇所

主桁:鉄筋露出
T6[50x50]

主桁:鉄筋露出
T5[240x200]

主桁:鉄筋露出
T9[100x100]

T7[50x100]
主桁:鉄筋露出

主桁:鉄筋露出
T10[600x150]

"a"部詳細
主桁:鉄筋露出
T8[200x150]

"c"部詳細

主桁:鉄筋露出
T21[150x70]

主桁:鉄筋露出
T22[50x50]

主桁:鉄筋露出
T24[200x100] 主桁:鉄筋露出

T25[50x100]×2箇所

主桁:鉄筋露出
T26[50x120]

主桁:鉄筋露出
T27[100x100]×6箇所

主桁:鉄筋露出
T28[150x100]

主桁:鉄筋露出
T29[200x120]

主桁:鉄筋露出
T30[50x50]×6箇所

主桁:鉄筋露出
T31[100x150]

主桁:鉄筋露出
T20[100x100]

主桁:鉄筋露出
T18[50x50]×6箇所

主桁:鉄筋露出

T19[100x50]

"b"部詳細

主桁:鉄筋露出
T23[200x150]

S=1:20

S=1:20

S=1:20

桁  下（主桁のみ）  

A2A1

G1

G2

G3

G4

G5

G6

A2A1

桁  下(主桁以外の部材)

A2A1

A2A1

G1

G2

G3

G4

G5

G6

会
之

堀
川

会
之

堀
川地覆:うき

U3[600x200]

地覆:鉄筋露出

T38[50x50]×2箇所

地覆:鉄筋露出

T34[200x200]

地覆:鉄筋露出

T35[100x50]

地覆:鉄筋露出

T36[250x200]

地覆:鉄筋露出

T37[600x200]

地覆:うき

U4[250x100]

主桁:鉄筋露出

T1[150x120]

主桁:鉄筋露出

T2[50x50]×2箇所 

主桁:鉄筋露出

T11[200x160]
T12[100x100]
T13[100x100]
T14[130x100]

主桁:鉄筋露出

T15[50x50]
T16[100x100]
T17[50x140]

"b"

主桁:うき

U1[200x100]

"c"

主桁:鉄筋露出

T32[50x50]×2箇所
T33[100x100]

主桁:うき

U2[100x100]×2箇所

平面図

"a"

No. 補修範囲(mm)部材

U1 200 x 100

U2  100 x 100

主桁

主桁

箇所 V(m3)補修深さ
(mm)

0.00121

2

60

60

T1 150 x 120

T2   50 x  50

主桁

主桁

0.00111

0.00032

T3 1300 x 200

T4   50 x 100

主桁

主桁

0.01561

0.00062

T5 240 x 200

T6   50 x  50

主桁

主桁

0.00291

0.00021

T7  50 x 100

T8  200 x 150

主桁

主桁

0.00031

0.00181

T9 100 x 100

T10  600 x 150

主桁

主桁

0.00061

0.00541

T11 200 x 160

T12  100 x 100

主桁

主桁

0.00191

0.00061

T13 100 x 100

T14  130 x 100

主桁

主桁

0.00061

0.00081

T15  50 x  50

T16  100 x 100

主桁

主桁

0.00021

0.00061

T17  50 x 140

T18   50 x  50

主桁

主桁

0.00041

0.00096

T19 100 x  50

T20  100 x 100

主桁

主桁

0.00031

0.00061

U3

U4

地覆

地覆

0.00721

0.00151

60600 x 200

 250 x 100 60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

0.0012

No. 補修範囲(mm)部材 箇所 V(m3)補修深さ
(mm)

0.0735合　計

T21 150 x  70

T22   50 x  50

主桁

主桁

0.00071

0.00021

T23 200 x 150

T24  200 x 100

主桁

主桁

0.00181

0.00121

T25  50 x 100

T26   50 x 120

主桁

主桁

0.00062

0.00041

T27 100 x 100

T28  150 x 100

主桁

主桁

0.00366

0.00091

T32  50 x  50

T33  100 x 100

主桁

主桁

0.00032

0.00061

T34  200 x 200主桁 0.00241

T35 100 x  50

T36  250 x 200

主桁

主桁

0.00031

0.00301

T37 600 x 200

T38   50 x  50

主桁

主桁

0.00721

0.00032

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

T29  200 x 120主桁 0.00141

T30  50 x  50

T31  100 x 150

主桁

主桁

0.00096

0.00091

60

60

60

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /4

E246号橋　上部工補修工(その2)

9U

T

S=1:50E246号橋　上部工補修工(その2)

1.断面修復、ひびわれ補修の範囲は、「既往点検

　データ」「現地踏査」等に基づき決めているが、

　工事に際しては、劣化範囲の進展の可能性が

2.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認

  された場合や、うき、欠損部にて鉄筋露出が

　あるため劣化状況を確認すること。

  見られる際には、監督職員と協議の上同様の

  対策を実施すること。

3.脆弱部ははつり落とすこと。

4.カッター工、はつり工の施工に際しては、既設

  鉄筋等を傷つけないよう注意すること。

注記）

6.補修深さは現地確認の上、必要に応じて変更す

  ること。

5.ひびわれ注入工の数量は想定深さで算出してい

  員と協議の上、変更すること。

  る。工事では、実際の使用量等で管理し、監督職

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

図面サイズＡ１　出力Ａ３

断面修復工A 数量表
桁下

断面修復工A 数量表
桁下

損傷の種類

鉄筋露出

うき

表　示

損 傷 の 凡 例



断面修復工A詳細図
鉄筋露出（T）・うき（U） 

補修箇所調査

断 面 修 復 工

コンクリートカッター

プライマー塗布

既設鉄筋

既設コンクリート

(エポキシ樹脂系)

防錆材塗布

プライマー塗布

鉄筋防錆処理

断面修復材充填

鉄筋腐食箇所ケレン

ケレン

脆弱部および鋼材の裏側までコンクリートをはつり取る。

コンクリートカッター 断面修復材
(ポリマーセメントモルタル)

養　生

コンクリートのはつりは、損傷部を囲む長方形の範囲に対して

腐食した鋼材の錆を完全に除去する。※

※

※

深さ10mm程度コンクリートカッターにより切込みを入れる。

施工手順
< 断面修復補修深さ = 60mm >

(1橋当り)

名  称 規    格

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

単位 数  量 摘    要

断面修復材 m3 0.09

※ 補修深さは鉄筋純かぶり厚30mmと鉄筋径D13(推定)×1本と余裕
量10mmを切上げた60mmとする。

S=1:10

(はつり工)

断面修復工B詳細図

< 断面修復補修深さ = 30mm >

剥離（H）

脆弱部除去

プライマー塗布

断面修復材充填

養　生

既設コンクリート

既設鉄筋

プライマー塗布
(エポキシ樹脂系)

コンクリートカッター 断面修復材
(ポリマーセメントモルタル)

コンクリートのはつりは、損傷部を囲む長方形の範囲に対して※
深さ10mm程度コンクリートカッターにより切込みを入れる。

補修箇所調査

断 面 修 復 工

施工手順

(1橋当り)

名  称 規    格

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

単位 数  量 摘    要

断面修復材 m3 0.004

※ 補修深さは鉄筋純かぶり厚の30mmとする。

補
修

深
さ

S=1:10

コンクリートカッター

断面修復範囲図

損傷範囲

補修範囲

S=1:10

ロス率18%含む ロス率18%含む

施工量 m3 0.075 施工量 m3 0.003

平面図

No. 補修範囲(mm)部材 箇所 V(m3)補修深さ
(mm)

橋　面 

A2A1

地覆:鉄筋露出

T36[100x100]

地覆:剥離

H1[200x70]

地覆:鉄筋露出

T37[50x50]

地覆:鉄筋露出

T38[50x100]

地覆:剥離

H2[100x100]

地覆:剥離

H3[500x100]

地覆:剥離

H4[250x100]

A2A1

A2A1

会
之
堀

川

0.0011合　計

T36  100 x 100地覆 0.0006160

T37  50 x  50

T38   50 x 100

地覆

地覆

0.00021

0.00031

60

60

No. 補修範囲(mm)部材 箇所 V(m3)補修深さ
(mm)

0.0030合　計

H1  200 x  70地覆 0.0004130

H2 100 x 100

H3  500 x 100

地覆

地覆

0.00031

0.00151

30

H4  250 x 100地覆 0.00081

30

30

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /5

E246号橋　上部工補修工(その3)

9

T

H

S=1:50E246号橋　上部工補修工(その3)

1.断面修復、ひびわれ補修の範囲は、「既往点検

　データ」「現地踏査」等に基づき決めているが、

　工事に際しては、劣化範囲の進展の可能性が

2.本図に示した箇所以外で同様の損傷が確認

  された場合や、うき、欠損部にて鉄筋露出が

　あるため劣化状況を確認すること。

  見られる際には、監督職員と協議の上同様の

  対策を実施すること。

3.脆弱部ははつり落とすこと。

4.カッター工、はつり工の施工に際しては、既設

  鉄筋等を傷つけないよう注意すること。

注記）

6.補修深さは現地確認の上、必要に応じて変更す

  ること。

5.ひびわれ注入工の数量は想定深さで算出してい

  員と協議の上、変更すること。

  る。工事では、実際の使用量等で管理し、監督職

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

図面サイズＡ１　出力Ａ３ 図面サイズＡ１　出力Ａ３

補
修

深
さ

L

W

脆弱部除去

(はつり工)

断面修復工A 数量表(鉄筋ケレン・防錆処理含む)

コンクリートカッター

断面修復工B 数量表(鉄筋ケレン・防錆処理含まない)

断面修復工A 数量表
橋面 

断面修復工B 数量表
橋面 

損傷の種類

鉄筋露出

表　示

損 傷 の 凡 例

剥離



舗装構成図 S=1:5

現　況 復　旧

調整コンクリート

コンクリート舗装 アスファルト舗装 地覆 密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13)地覆

塗膜系防水層
(アスファルト加熱型)

調整コンクリート

調整コンクリート
t=125mm

舗装破砕:アスファルト舗装 t=50mm
舗装打換:密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13) t=50mm

起点側 終点側

平 面 図 標準断面図

1. 現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、

　 寸法の決定を行うこと。

2. アスファルト舗装を切削する際は、調整

　 コンクリートを切削しないように注意

　 協議の上、断面修復工等の措置を施すこと。

　 リートに損傷があった場合は、別途監督員と

4. アスファルト舗装を切削した際、調整コンク

3. 舗装版の切削にあたっては、施工前に舗装厚

　 確認を行い、設計舗装厚と現地が異なる場合

　 は、舗装構成について監督員と協議すること。

　 して施工すること。

注記)

   塗膜系防水層を重ね合わせて施工すること。

5. 分割施工を行う場合は、参考図に示す通り、

5
0

1
2
5

舗装破砕:コンクリート舗装 t=50mm
舗装打換:密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13) t=50mm

路面標示工 道路標示(白色文字)

単位

m

数量 摘　　要

溶融式手動 t=1.5mm【15cm換算長】
22.4

工 種 規     格

A1 A2
コンクリート舗装
撤去：t=50mm(A=2.9m2)

工 種

撤去

復旧

t=50mm(コンクリート舗装)

t=50mm(密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13))

規     格 単位

m2

数量 備　考

57.4

m3

m2

0.3

51.6

(1式当り)

m2 5.7

参考重量:0.67t

t=50mm(アスファルト舗装)

アスファルト舗装
撤去：t=50mm(A=51.6m2)
復旧：t=50mm(A=57.4m2)

路面標示 白色文字 

コンクリート舗装
撤去：t=50mm(A=2.9m2)

20 20

1
2
5

1
2
5塗膜系防水層

   ・標示業協会」及び 「路面標示施工に関する

6.「路面標示ハンドブック/（社）全国道路標識

   手引/三多摩交通安全施設業協会」を参考とする。

m3 2.6 参考重量:6.07t

(ロス率20%含む)

路面標示詳細図

面積：

15cm幅換算延長：

A=0.84750㎡

L=5.650ｍ

面積：

15cm幅換算延長：

A=1.00955㎡

L=6.730ｍ

面積：

15cm幅換算延長：

A=0.93999㎡

L=6.267ｍ

道路標示(白色文字)

S=1:30E246号橋　橋面工(その1)

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /6

E246号橋　橋面工(その1)

舗装打替工・路面標示工

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

9

図面サイズＡ１　出力Ａ３

5
0

5
0

桁長 9560

6
5
0
0

2
5
0

6
0
0
0

2
5
0

250 6000 250

6500

300 5400 300

橋長 9600

(舗装打替工範囲) 9560

3
0
0

5
4
0
0

3
0
0

8
0
0

2400 24001000 24001000

4
0
0

4
00

8
0
0

8
0
0

路面標示工 数量表

舗装打換工 数量表



導水流末処理詳細図 S=1:5

地覆コンクリート削孔(φ20)

A

既設排水桝 

A

(全4箇所)

A - A S=1:5

地覆

既設排水桝 

φ18ドレイナー同等品以上（ステンレス）

導水パイプ
φ18ドレイナー同等品以上（ステンレス）

地覆コンクリート削孔(φ20)

φ
2
0

橋面防水端部処理詳細図 S=1:5

橋軸直角方向

橋軸方向

地覆

5

端部目地処理
(シルバーメッシュ同等品)

成型目地材 t=5mm

導水パイプ
φ18ドレイナー同等品以上（ステンレス）

塗膜系防水層
(アスファルト加熱型)

セロシールSSテープⅡ型同等品

土工部

5

成型目地材 t=5mm

導水パイプ
φ18ドレイナー同等品以上（ステンレス）

セロシールSSテープⅡ型同等品

端部目地処理
(シルバーメッシュ同等品)

塗膜系防水層
(アスファルト加熱型)

1
2
5

1
7
5

調整コンクリート
t=125mm

舗装破砕:アスファルト舗装 t=50mm
舗装打換:密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13) t=50mm

起点側 終点側

平 面 図 標準断面図

1. 現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、

　 寸法の決定を行うこと。

2. アスファルト舗装を切削する際は、調整

　 コンクリートを切削しないように注意

　 協議の上、断面修復工等の措置を施すこと。

　 リートに損傷があった場合は、別途監督員と

4. アスファルト舗装を切削した際、調整コンク

3. 舗装版の切削にあたっては、施工前に舗装厚

　 確認を行い、設計舗装厚と現地が異なる場合

　 は、舗装構成について監督員と協議すること。

　 して施工すること。

注記)

   塗膜系防水層を重ね合わせて施工すること。

5. 分割施工を行う場合は、参考図に示す通り、

5
0

1
2
5

舗装破砕:コンクリート舗装 t=50mm
舗装打換:密粒度アスファルト混合物改質Ⅱ型(13) t=50mm

A1 A2

導水パイプ(φ18) 成形目地材  :L=9.56m

端部目地処理:L=9.56m

成形目地材  :L=6.00m

端部目地処理:L=6.00m

成形目地材  :L=6.00m

端部目地処理:L=6.00m

成形目地材  :L=9.56m

端部目地処理:L=9.56m

導水パイプ(φ18)

導水パイプ(φ18) 導水パイプ(φ18)

20 20

規    格 単位 備　考

(1式当り)

細　　別

防水層面積

成形目地材

m2 57.4塗膜系防水層(アスファルト加熱型)

数量

端部目地処理 シルバーメッシュ同等品(t=50mm)
橋軸方向

橋軸直角方向

19.1m

12.0m

31.1m

31.7m

セロシールSSテープⅡ型同等品（t=5mm）

導水パイプ φ18ドレイナー同等品以上（ステンレス）

必要幅150mm

必要幅150mm

削孔工 φ20×159 m 0.3

既設排水桝 既設排水桝 

既設排水桝 既設排水桝 

塗膜系防水層

1
2
5

1
2
5

S=1:30E246号橋　橋面工(その2)

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /7

E246号橋　橋面工(その2)

橋面防水工

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

9

図面サイズＡ１　出力Ａ３

1
2
5

250

250

5
0

15
9(
削
孔
長
)

15
0

45°

5
0

100

5
0

100

6
5
0
0

2
5
0

6
0
0
0

2
5
0

250 6000 250

6500

4
5
0 7
50

300 5400 300

桁長 9560

橋長 9600

(橋面防水工範囲) 9560

橋面防水工 数量表



M10

アンカー径  D13

M10-1種ナット

M10-3種ナット

M10-ワッシャー

アンカーボルト詳細図 S=1:2

M10ネジ切り加工
ネジ切り長=25

エポキシ樹脂注入
(1200kg/m3)

アンカーボルトD13×80
(M10ネジ切り)

削孔径 φ23

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛メッキを施すものとする。

8
6
2

8
1
0

2

2

外周曲加工詳細 S=1:1

外周曲加工

□70×120 t=2.0㎜

天板プレート一体型排水装置詳細 S=1:5

4-14x30長孔

4-アンカーボルトD13x80

(1-W,2-N)

施工時

接着面シーリング塗布

製作数(4組)

1
2
5

CL

断 面 図 S=1:30

排水管

流末延伸工

排水管

流末延伸工

215 215

20 20

A1 A2

300 300

側 面 図

排水管
流末延伸工

1. 現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、

　 寸法の決定を行うこと。

2. 特記なき材質はすべてSUS304とする。

注記)

A1 A2

2
5
0

2
5
0

215 215

20 20

300 300

G1

G2

G3

G4

G5

G6

CL

会
之

堀
川

1
5
0

1
5
0

1
5
0

15
0

N

排水管

流末延伸工

排水管

流末延伸工

排水管

流末延伸工

排水管

流末延伸工

起点側 終点側

平 面 図

起点側 終点側

排水装置改良工数量表

流末延伸工

名　　称 規　　　格

流末延伸延長

単位 備　　考

鉄筋探査工

m

m2

数  量

1.2

0.1

(1橋当り)

m2接着面シーリング塗布 0.1

  □70×120,t=2.0㎜，L=300mm

天板プレート一体型排水装置 組 4

本設置本数 16

孔コンクリート削孔工 16
アンカー設置工

エポキシ樹脂注入工 kg 1.2

  SUS304

  上向き

3. 流末延伸用の天板プレート一体型排水装置

   はNETIS No.CB-19003-A相当品とすること。

排水管
流末延伸工

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道5-246号線

図示 /8

E246号橋　排水装置改良工

9

S=1:50E246号橋　排水装置改良工

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

図面サイズＡ１　出力Ａ３
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0

削
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長

 
9
0

1
0

30

3
0
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2
2
0

3
0
0

90°

70

45°

5
0

1
2
0

5
0

50 70 50

250 6000 250

6500

1
7
5

4
5
0 7
5
0

6500200

300 5400 3005400

支間長 9130

桁長 9560

橋長 9600

6
0
0
0

4
2
0

6
5
0
0

4
2
0

支間長 9130

桁長 9560

橋長 9600

4
2
0

4
2
0

90°
0'0"

6
5
4
0

6
5
4
0

6
0
0
0

6
0
0
0



250250

CL

添架物φ200mm(水道)

添架物φ100mm(不明)

ひびわれ補修工

横桁

断面修復工

主桁

ひびわれ補修工
排水装置改良工

排水装置改良工

G1 G2 G3 G4 G5 G6

A1 A2

215 215

20 20

300 300

CL

添架物φ200mm(水道)

添架物φ100mm(不明)

起点側 終点側

会
之

堀
川

215 215

20 20

A1 A2

300 300

起点側 終点側

橋面工

橋面防水工・舗装打替工・路面標示工 ひびわれ補修工

横桁

断面修復工

主桁

排水装置改良工

断面修復工
地覆

ひびわれ補修工

N

排水装置改良工

G1

G2

G3

G4

G5

G6

吊足場

(PC橋補修用足場)

足場工数量
計 算 式 数 量細 目 備 考

(1式当り)

枠組足場足場工 2x(2.563x7.620)+4x(1.313x7.620) 79.1

単 位

m
2

側面図 断面図  S=1:30

平面図

  S=1:50E246号橋 足場工計画図(参考図)

工 事 名

路 線 名

工事箇所

図 面 名

縮    尺 図面番号

春日部市 建設部 道路建設課

市道2-21号線

図示 /9

E246号橋 足場工計画図(参考図)

9

1.本図面は既存資料及び現地調査結果を基に作成したものである。

  作図にあたり測量は実施していない。

2.本図での方位はおおよその向きを示すものであり、測量結果に基づくものではない。

注)

E246号橋補修工事

春日部市南五丁目外1地内

敷板
枠組足場

敷板

枠組足場

図面サイズＡ１　出力Ａ３

6000

65001500

1
3
0
0

2
9
0

1500

支間長 9130

桁長 9560

橋長 9600

支間長 9130

桁長 9560

橋長 9600

7
5
0
0

2
90

0

8100

5@1524=7620

4
0

1
31
3

1
25
0

2
97


